
l あるベトナム人技能実習生の妊娠と死産ウェブマガジン『ニッポン複雑紀行』

難民も移民もそうでない人も、 誰もがともに馨らせる社会を目指し、 JARが運営する

ウェブマガジン『ニッポン複雑紀行』で、 ある技能実習生の妊娠と死産をテ ーマに
全 3 回の連載記事を公開し、 たいへん大きな反響がありました。
強制帰国を恐れて妊娠を誰にも伝えられず、部屋で一人、双子 を死産した技能実習
生のリンさん。妊娠を誰にも己えなかったことから罪に問われる事態に陥りました。
彼女がしたことは本当に 「犯罪」なのでしょうか。なぜ彼女は誰にも言えなかった

のでしょうか。背景にあった恐れや不安、 技能実習を取リ巻く問題の根源を問いま
した。また 3 回目の記事では、 妊娠した技能実習生を支え、帰国や中絶の選択に追い込むかわりに、 日本での出産という
もう一つの選択肢を実現した人々の実例を紹介しています。日本に約 40 万人いる技能実習生を取り巻く課題に迫った記事
を、 ぜひごー読ください。

◆彼女がしたことは犯罪なのか。あるベトナム人技能実習生の妊娠と死産（1) 巨l i ·回
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難民支援協会では現在約 30 名のスタッフが、日々事務所に訪れる難民の方々を支えています。
難民問題に関心を持つきっかけはそれぞれ。支援に携わるスタッフを不定期でご紹介します！

生田志織 渉外チ ー ム

大学時代に模擬国連の世界大会に参加した際、UNHCRについて調べたのが難民問
題に関心を持ったきっかけです。ドイツでの留学で難民について本格的に学び、誰
もが国境線を気にせずに移動できる世界を実現したいと思うようになリました 。
帰国後 」ARのインターンに参加、大学卒業後すぐに入職しました。
現在は、渉外チー ムとして主に政策提言に携わり、議員や政府関係者に向けて現
行の制度の見直しを提言しています。」ARのようなNPOにとって同の政策を変え
るのはとても難 しいことですが、直接支援の現場を反映した説得力のある政策提

言を心がけています。
政策提言は私にとって、自分の声を使って日本にいる難民の声を届ける仕事です。難民支援に関わっていると、収容や餓死
など普段使ってはいけないような言葉で溢れています。それでも、生まれる国や環境は偶然によるものですし、 だからこそ
乗り越えられるべきものだと思います。難民が当たり前に苔らすことのできない今の日本社会を、自分の声を使って変えて
いきたいです。

『新型コロナウィルスに関して』
」ARでは、新型コロナウイルスに関して感染拡大を防止するため、支援している難民の方々に必要な情報を発信するとともに、スタッフに
リモ ー トワ ー クを導入するなどの対応をとっています。できる限り難民の方々への支援を維持するように工夫を進めていますが、支援者の

方々への対応を含め、業務に影響が出る可能性があります。あらかじめご了承ください。

毎月のご支援が難民の命と未来を支えます

難民スペシャ）V サポ ー タ ー 募集中 こ支援はこちら

1,500 円ぁれば、 3,000 円ぁれば、
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難民申請手続きのための 路上生活に耐えている難民が

交通費を支払えます 宿で一泊休むことができます
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5,000円あれば
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成田空港に出向き 、 とどめ

置かれた難民に面会できます
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口感染対策から取り残されないために
□ この夏の支援
□ 国会で審議された入管法改正案が成立見送りに

』apan Auodarion lo『Refugee量 難民支援協会(J AR) ニュ ー スレタ ー Vol.23 Sep.2021 □ 新しいビジョンミッションを策定しました ．．．ほか

感染対策から取り残されないために ー ワクチン接種の取り組み
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この夏、 7 月末から新型コロナの感染が急速に拡大しました。感染予防策のワクチン接種が全国で徐々に進められてき

ていますが、日本に暮らす難民の方々にとっては接種を受ける上で多くの課題があります。J ARでは難民の方々もワ

クチン接種を受けられるよう、支援を進めています。

新型コロナのワクチン接種は在留資格や住民翌録に関わらず受 でも JAR の活動を支援してくださってきた、 伊藤明子医師のク
けることができ、難民の方々も対象となります。しかし、難民 リニックです。公衆衛生が専門でもある伊藤医師は、2015 年か

申請中で在留資格を持たない方や住民登録がない方には、多く
の場合自治体からの接種券は届かず、自ら申請して受け取る必
要があります。また、住民登録がある方には接種券が届くものの、
自治体によっては日本語での案内しかなかったり、 問い合わせ
に日本語以外では対応してもらえないなど、予約のための手続
きに困難 を覚える方も少なくありません。こうした状況で、難
民の方が必要な情報を入手し、 希望する場合は接種を受けられ
るよう、JARではウェブサイトやメ ー ルなどでワクチン接種に

ついて多言語での情報提供を行ったり、 接種券の申請方法や予
診票の書き方など個別の相談に応じてきました。
しかし、 そうした支援があってもなお接種を受けづらい状況が
あることから、民間のクリニックとの連携により、難民の方へ
のクリニックでのワクチン接種に取り組みました。あらかじめ

JAR から難民の方にクリニックでの接種の希望を募り、一般の
方の接種や受診とは重ならない指定日に予約を行いました。接
種当日は難民の方がクリニックを訪れ、J AR のスタッフが接種

ら JARが支援する難民の方々に健康相談を行っています。接種
だけでなく、 伊藤医師がワクチンの説明や難民の方からの質問
に答え、 接種後の副反応などの相談にも対応することで、難民
の方々にとって安心できる環境で進めることができました。
接種券が届かない難民の方の中には、 健康保険にも入れず、コ
ロナ対策の 10 万円の特別定額給付金なども支給対象外だったた
め、「ワクチンについても接種できると思っていなかった」とい
う方が少なからずいました。自治体に接種券を申請する手続き
も、負担感が大きいものです。JAR ではこうした方々に対し、
接種券の申請方法を説明し、 申請書の記入サンプルを作成して
説明するなど、自分自身で手続きができるように伴走する支援
を行ってきました。また、接種券が届いても、予診票は日本語
の用紙に記入する必要があるため、多言語に翻訳されたものを
用意し（写真）、 説明を受けながら自分で記入できるようにしま
した。そうした支援によって、自分で手続きを進め接種を受け
る方もいますが、 それでもなお不安を感じる方にとって、コミュ

券の提出や予診票の記入などを手伝い、医師が一人ひとリに健 ニケ ー ションがとりやすいJARのスタッフや伊藤医師によるク
康状態を確認しながら接種を行いました。 リニックでの接種を受けられる意義があリました。
今回ワクチン接種に協力のお申し出をいただいたのは、 これま 「不安だったが接種券も受け取れたし、接種できて安心した」と、








